
第３７回全日本シニアソフトボール大会北海道予選会開催要項 

 １．主      催  （一社）北海道ソフトボール協会 

 ２．後      援  音更町、音更町教育委員会 

 ３．主      管  十勝ソフトボール協会、帯広市ソフトボール協会、音更町ソフトボール協会 

 ４．会      期  令和５年７月２２日（土）～７月２３日（日） 

              ＊尚大会は、上記の期日で打ち切る。全日本大会の代表が決定しない場合は代表決定戦を行う。 

日時・場所は、（一社）北海道協会派遣理事と当該チームと協議し、北海道協会が決定する。 

５．会      場  音更町ソフトボール専用球場Ａ球場（音更サンドーム東側）  

 ６．参加チーム数  参加チーム数の制限は設けない。 

              但し、７参加資格」及び「８出場資格」の条件を満たしたチームに限る。 

 ７．参 加 資 格  （１）令和５年度（一社）北海道ソフトボール協会に各地区を通して加盟登録したシニアチームに限

る。 

              （２）所属長が身体、人物共に適当と認めた者。 

              （３）全日本大会に北海道代表として参加できないチームは、申込書の段階で意思表示をすること。 

 ８．出 場 資 格  （１）本大会に出場するチームは、所定の予選会又は推薦を経て出場権を得たチームに限る。 

              （２）選手の編成は最終予選終了時までに（一社）北海道ソフトボール協会に登録した者の中から

編成すること。なお、本大会出場申込以後のメンバー変更は認めない。 

              （３）チームの編成は、次の通りとする。 

                 監督１名、コーチ２名、スコアラー１名、選手２５名以内。 

                 但し、監督、コーチ、スコアラーが選手を兼ねる場合は選手登録しなければならない。 

                 ※通訳１名（外国人がいる場合に限る）のベンチ入りを認める。 

                 ※スコアラーとしてベンチ入りする場合は、公式記録員の有資格者であること。 

                 ※監督、コーチの中で次の①～④の資格を有する者がいること。 

監督、コーチが資格を有していない場合においてはチーム内に有資格者（監督代行になり

うる者）がいなければならない。 

① コーチ１（指導員）コーチ２（上級指導員）コーチ３（コーチ）コーチ４（上級コーチ） 

② ソフトボールスタートコーチ 

③ 公認スタートコーチ（教員免許保持者） 

④ 公認準指導員 

有資格者は、登録証を携帯し、大会競技委員長に提示を求められた場合には必ず提示し

なければならない。有資格者を確認できない場合は没収試合になる場合がある。 

 ９．申 込 方 法  出場資格を得たチームは、別紙関係用紙に必要事項を明記のうえ、各関係の認印を受け、７月１

日（土）までに到着するよう、参加料、保険料を添えて現金書留にて下記あてに申し込むこと。 

              （１）〒０６２－０９０５ 札幌市豊平区豊平５条１１丁目１－１北海道立総合体育センター内 

                 （一社）北海道ソフトボール協会 宛  ℡ ０１１－８２０－１６７５  FAX ０１１－８２０－１６７６ 

                     大会参加申込書 １通（コピー）を郵送または FAXすること。 

              （２）〒０８０－０８６２ 帯広市南の森西４－４－１０ 

                 十勝ソフトボール協会 理事長 馬渕和平 宛 

                 ℡・FAX ０１５５－４７－３７２０  携帯：０９０－３８９９－０３５５ 

                     大会参加申込書・・・１通（原本）、プログラム掲載用選手名簿・・・１通（原本） 

１０．参   加   料  大会参加料 １チーム２５，０００円（書留の場合は上記（２）へ送付すること。振込の場合は下記

に）上記申込期限までに保険料とともに振り込むこと。振込手数料は各自負担でお願いします。 

               帯広信用金庫 音更支店 普通 口座番号 １１８２８６８ 

               十勝ソフトボール協会 理事長 馬渕和平（マブチワヘイ） 

１１．保   険   料  参加申込書に記載の人数×６０円（監督、コーチ、スコアラーも含み、申込書に記載されている

全員） 

１２．競 技 規 則   ２０２３年度オフィシャルソフトボールルールによる。 



 

１３．試   合   球  （公財）日本ソフトボール協会検定ゴム製３号球（ナガセケンコー（株）製）とし、毎試合ごと１個各

チーム持ち寄りとすること。 

１４．試 合 方 法   トーナメント方式による 

               １回戦から準決勝戦は９０分を過ぎて新しいイニングに入らない。制限時間経過後同点の場合は、

次のイニングよりタイブレーカーにより続行する。但し、タイブレーカーは２イニングまでとしタイブ

レーカーで２イニング終了してもなお同点の場合は、抽選により勝敗を決定する。（決勝戦は除く）

制限時間内による得点差コールドゲームは採用しない。 

               決勝戦については、時間制限を設けず得点差によるコールドゲームを採用する。 

               サスペンデッドゲームを採用する。 

１５．表      彰   （１）優勝チームに、表彰状、優勝旗を授与する。 

               （２）準優勝チーム、３位チームには表彰状を授与する。 

               （３）優勝旗は持ち回りとする。 

１６．費      用   出場選手の旅費、滞在費は全て出場チームの負担とする。 

１７．抽      選   試合の組み合わせは、北海道協会において、道協会（理事長）・主管協会代表・道協会事務局

（事務局長）で代理抽選によって決定する。 

１８．監 督 会 議   令和５年７月２２日（土）８：１５から  Ａ球場 

１９．審判記録会議   令和５年７月２２日（土）８：３０から  Ａ球場 

２０．開   会   式  令和５年７月２２日（土）9：００より A球場にて開催する。 

２１．傷      害   大会参加者の行事参加中の傷害事故については、応急の処置を行うとともに北海道ソフトボー

ル協会が加入する行事参加者傷害保険（保険料については参加者負担）の範囲内で補償を行

う。参加者全員健康保険証を持参すること。 

               ＜補償内容：死亡、後遺障害 最高４５０万円、入院日額 ４，０００円（事故日から１８０日以内）通

院日額２，５００円（事故日から１８０日位以内の通院９０日程度）＞ 

               （保険料について別途徴収する） 

２２．そ   の   他  （１）出場チームは必ず監督（責任者）によって引率され、当該チームを掌握すること。 

               （２）開会式は監督、コーチ、プレイヤー全員が参加すること。9 名以上（試合が成立する人数）の

参加ができないチームは棄権とみなす。 

               （３）雷鳴がかすかでも聞こえたら、ただちに試合を中断する。 

（４）宿泊及び昼食の斡旋はしないが、各チームは宿泊先及びその所在地、電話番号を大会事

務局へ連絡すること。 

               （５）ベンチに入る人数は、本大会登録人数とする。 

               （６）その他詳細については、参加チームに直接連絡するとともに監督会議で定める。 

               （７）大会参加申込書は手書き又はパソコン等で作成し、明確に記入すること。 

（８）試合中における競技場内へのファールボール並びに試合終了後の簡単なグランド整備につ

いては、選手の皆さんにお願いいたします。 

（９）大会会場は全面禁煙となっていますので、保護者・応援の方々の徹底をお願いします。

また、練習場所や駐車場については会場の指示に従ってください。 

（10）全国大会への出場について、チームの意向を明確にすること。 

【本大会の問い合わせ先】 

  〒０８０－０８６２ 帯広市南の森西４－４－１０ 大会事務局 馬渕和平（まぶちわへい） 

    ℡   ０９０－３８９９－０３５５   FAX ０１５５－４７－３７２０ 

 

【全国大会日程】  9月 30日～10月 2日  新潟県新潟市 

 


